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　　〔付表１〕

「仏伝諸経典および仏伝関係諸資料のエピソード別出典一覧表」

凡　　例

　［1］本表は次のような目的のために作成された。

　　（1）「仏伝経典」が取り上げている釈尊伝エピソードを、どの文献が伝えており、どの文献　　　

　　　　　　が伝えていないかを一覧すること。

　　（2）それぞれの文献が、そのエピソードを釈尊の生涯のどの位置に（どの順序）にあるもの　　　

　　　　　　としているかを示すこと。

　［2］本表は次の三部から成っている。

　　　［A］原始聖典

　　　［B］仏伝経典

　　　［C］後世の仏伝資料

　これらはいうまでもなく、本体の「仏伝諸経典および仏伝関係諸資料のエピソード別出典要覧」の

区分にしたがったものである。

　なお、見開き２ページで一つの表になっているものもあるので注意されたい。

　［3］表中に数字が記載されているものが、当該エピソードの記述があることと、その順序を示す。

なお、同じ数字が２ヶ所以上にある場合は、異なったエピソードが同時に扱われていることを示す。

　但し、文献によっては順序が不明のものもあり、この場合には記述のあることのみを○で示した。

また、△は「要覧」中に、参考として＊を付して１字下げにした資料しかないことを示す。

　［4］その他以下の事項を注意されたい。

　［4－1］「原始聖典」は釈尊の生涯の時系列に従って編集されているわけではないので、ほとん

どの場合、順序は不明である。しかし一部分ではあるがそれを示す文献もあり、これを表中に記し

ておいた。「順序１」「順序２」というように示してあるので、以下を参照されたい。

①　　　－順序１＝Vinaya‘MahAkhandhaka’によった。
　　　



順序２＝DN.016‘MahAparinibbAna-s.’によった。
　　　　順序３＝MN.026‘Ariyapariyesana-s.’によった。
②　　　－順序１＝長阿含002「遊行経」によった。

③　　　－順序１＝中阿含204「羅摩経」によった。

⑥　　　－順序１＝増一阿含24－05によった。

⑩　　　－順序１＝僧祇律「雑誦跋渠法」（大正22　p.412下~）によった。

⑪　　　－順序１＝根本有部律「泥薩祇波逸底迦004」によった。

　










順序２＝根本有部律「破僧事」（大正24　p.106中~）によった。

　［4－2 ⑮ ⑯］「仏伝経典」中の　『仏本行集経』、　“MahAvastu”は、必ずしも「仏伝経典」とは
　いえず、むしろ「譬喩経典」というべきものであって、釈尊伝記中のエピソードは必ずしも時系

　列順に記述されているわけではない。とは言いながら、時系列を意識している部分もないではな

　いと考えられるので、ここでは取りあえず、記述の順序（ページの早いものから遅いものへ）と

　して番号を付しておいた。同じエピソードが２ヶ所以上に記述されている場合も少なくないが、

　その場合は早い記述のほうを採用した。

付表１



　［A］原始聖典

付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　経　典

　　　項　目

①　パーリ ②　長阿 　


③　
有無 ①　-1 ①　-2 ①　-3 有無 ②　-1 有無

01 ディーパンカラ仏から記別を受ける ○

02 兜率天に住む ○ ○

03 兜率天において世間を観察する

04-01 先祖・種姓 ○ ○

04-02 親族 ○ ○

05-01 マハーマーヤーの夢 ○ ○ ○

05-02 占師が夢を占う

05-03 胎内で十ヵ月を過ごす ○ ○

06-01 ルンビニー園へ ○

06-02 三十二種の瑞兆

06-03 誕生 ○ ○

06-04 「天上天下唯我為尊」と宣言する ○ ○

06-05 「サルヴァールタシッダ」と命名される △

06-06 「天中天」の異名 △

06-07 アシタ仙人の予言 ○ △

06-08 三十二相・八十種好 ○ ○ ○

07 マハーマーヤーの死 ○

08 マハーパジャーパティー乳母となる ○ ○

09-01 学問

09-02 種々の競技

10 提婆達多が射た雁を助ける

11 樹下の禅定 ○ ○

12-01 妃の選択 ○

12-02 婿選びの種々の競技

13 三つの宮殿に住む ○ ○

14 四門出遊 ○ △

15 夫人の懐妊とラーフラの誕生 ○

16-01 浄飯王の夢

16-02 マハーパジャーパティーの夢

16-03 太子夫人の夢

16-04 菩薩の夢

17-01 美女たちの熟睡中の姿態



付表１

中阿 ④　雑阿 ⑤　別雑 ⑥　増一 ⑦　四分 ⑧　五分 ⑨　十誦 ⑩　僧祇 ⑪　根本
③　-1 有無 有無 有無 ⑥　-1 有無 有無 有無 有無 ⑩　-1 有無 ⑪　-1 ⑪　-2

○ ○ ○

○

△ ○ 1

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ 1 2

○ 3

○ ○ 4

○ 5

○

○ ○ 6

○ ○ ○ 7

○ ○ 8

○ ○ 9

○ ○ ○ 2 13

○ ○ ○ 10

○ ○ 11

○ ○ ○ 12

○ △ ○ 14

○ ○ ○ 15

○ 18

○ ○ ○ 20

○ 17

△

△ ○ ○ 16

○ ○ ○ ○ 3 19

○ ○ 21,45

○ 23

○ 24

○ ○ 25

○ ○ 22



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　経　典

　　　項　目

①　パーリ ②　長阿 　


③　
有無 ①　-1 ①　-2 ①　-3 有無 ②　-1 有無

17-02 出城 ○ 1 ○ ○

17-03 悪魔が出家を止めようとする

17-04 賁識が道標となって天道を示す

17-05 剃髪し、狩人と衣を交換する ○

18 バッガヴァ仙人を訪問する

19 ビンビサーラ王と逢う ○

20-01 アーラーラ・カーラーマ仙人を訪問する ○ 2 ○

20-02 ウッダカ・ラーマプッタ仙人を訪問する ○ 3 ○

21-01 ウルヴェーラーへ ○ 4 ○

21-02 ５人の侍者が菩薩と共に苦行に入る

21-03 ６年間の苦行 ○

22-01 苦行が悟りに役立たないと知る ○

22-02 ５人の侍者が菩薩を見捨てる ○

23-01 村の乙女の供養 ○

23-02 ネーランジャラー河で沐浴する

23-03 前正覚山に上る

23-04 龍王カーリカの讚歎

23-05 草刈り人のクサ草献上 ○

23-06 菩提樹下の誓い ○

23-07 降魔 ○

23-08 菩提樹下の成道 ○ 5 ○

24-01 悪魔が涅槃に入れと誘惑する ○ ○

24-02 アジャパーラ樹下にて ○ 1 △ ○

24-03 ムチャリンダ樹下にて ○ 2

24-04 タプッサとバッリカの供養と帰依 ○ 3

24-05 ディーパンカラ仏の因縁

24-06 天神が呵梨勒果を献じる

24-07 天女が糞掃衣を献じる

25-01 説法を決心する ○ 4 6 △ △

25-02 カーラーマとラーマプッタの死を知る ○ 5 7 ○

26 ウパカに遇う ○ 6 8 ○

27-01 五比丘と会う ○ 7 9 ○

27-02 中道を説く ○ 8 ○

27-03 四諦三転十二行相を説く ○ 9 ○



付表１

中阿 ④　雑阿 ⑤　別雑 ⑥　増一 ⑦　四分 ⑧　五分 ⑨　十誦 ⑩　僧祇 ⑪　根本
③　-1 有無 有無 有無 ⑥　-1 有無 有無 有無 有無 ⑩　-1 有無 ⑪　-1 ⑪　-2
1 ○ ○ 26

○ ○ ○ ○ 27

○ ○ 28

○ ○ ○ ○ 29

2 ○ ○ 30

3 ○ ○ ○ 31

4 ○ ○ ○ 33

○ 32

○ ○ ○ 4 34

△ ○ ○ ○ 35

○ ○ ○ 36

○ ○ 6 37

○ ○ 5 38

○ 39

○ ○ 8 40

5 ○ ○ ○ ○ 7 41

6 ○ 9 42

○ ○ ○ 10 43

○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 44

○ △ ○ 47

○ ○

○ ○ ○ 49

○ ○ ○ ○ ○ 46

○

○ ○ ○ 48

7 △ △ ○ 1 ○ ○ ○ 12 50

8 ○ 2 ○ ○ ○ 51

9 ○ ○ 3 ○ ○ ○ 52

10 ○ 4 ○ ○ △ ○ 53

11 ○ ○ ○ 54

12 ○ ○ 5 ○ ○ ○ ○ 13 55



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　経　典

　　　項　目

①　パーリ ②　長阿 　


③　
有無 ①　-1 ①　-2 ①　-3 有無 ②　-1 有無

27-04 コンダンニャに法眼生ず ○ 10

27-05 善来比丘戒 ○ 11

27-06 他の４人に法眼生ず ○ 12

27-07 無常・苦・無我を説く ○ 13

27-08 五比丘心解脱す ○ 14 10 ○

28-01 ヤサに法眼生ず ○ 15

28-02 ヤサの父が優婆塞となる ○ 16

28-03 ヤサ阿羅漢果を得る ○ 17

28-04 ヤサを侍者とする ○ 18

28-05 ヤサの母と妻が優婆夷となる ○ 19

29 ヤサの４人の友人の出家 ○ 20

30 ヤサの５０人の友人の出家 ○ 21

31 富楼那の帰仏 △

32 那羅陀の帰仏と龍王の帰依

33 沙毘那の帰仏

34 弟子たちを布教に出す ○ 22 △

35 悪魔を破す ○ 23

36 弟子たちに弟子を取ることを許す ○ 24

37 三帰具足戒を定める ○ 25

38 ３０人の賢衆の出家 ○ 26

39 ガンジス河の船師の出家

40 ウルヴェーラーの牧女が優婆夷となる ○

41-01 ウルヴェーラ・カッサパの帰仏 ○ 27

41-02 ナディーとガヤーの二迦葉の帰仏 ○ 28

41-03 ガヤーシーサ山において阿羅漢果を得る ○ 29

42 法雨林の苦行者の教化

43-01 釈尊を訪ねる ○ 30 ○

43-02 王に法眼生ず ○ 31 ○

43-03 ５種の願 ○ 32

44 竹林園の寄進 ○ 33

45 舎利弗と目連の帰仏 ○ 34

46 大迦葉の帰仏 ○

47 王舎城の人々の非難 ○ 35

48-01 浄飯王が釈尊の帰郷を切望する



付表１

中阿 ④　雑阿 ⑤　別雑 ⑥　増一 ⑦　四分 ⑧　五分 ⑨　十誦 ⑩　僧祇 ⑪　根本
③　-1 有無 有無 有無 ⑥　-1 有無 有無 有無 有無 ⑩　-1 有無 ⑪　-1 ⑪　-2

○ ○ 6 ○ ○ ○ ○ 56

○ ○ ○ 1 ○ 65

○ ○ ○ 66

○ ○ ○ ○ 57

13 ○ 7 ○ ○ ○ 14 58

○ ○ ○ 59

○ ○ ○ 60

○ ○ ○ 61

○ ○ 62

○ ○ ○ 63

○ ○ ○ 64

○ ○ ○ 67

○ 2

○ ○ ○ ○

△ ○ ○ ○ 68

○ ○ ○ 69

○ ○

○ ○

○ ○ ○ 2 ○ 15 70

○ ○ ○ ○ 16 71

○ 8 ○ ○ ○ 3 ○ 17 72

○ 9 ○ ○ ○ 4 ○ 17 73

○ ○ 10 ○ ○ ○ 18 74

○ ○ ○ ○ ○ 75

○ ○ ○ ○ ○ 19 77

○ ○ ○ 76

○ ○ △ ○ 20 78

○ ○ ○ 5 ○ 21 79

○ ○ ○ 6 ○

○

○ 24 85



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　経　典

　　　項　目

①　パーリ ②　長阿 　


③　
有無 ①　-1 ①　-2 ①　-3 有無 ②　-1 有無

48-02 ウダーイが帰郷を促す ○

48-03 カピラヴァットゥへ ○ 36

49-01 ナンダの出家 ○ 37

49-02 ラーフラの出家 ○ 38

49-03 浄飯王の依頼 ○ 39

50-01 スダッタ長者の帰依 ○ ○

50-02 精舎建設を発起する ○ ○

50-03 ジェータ太子の園林を買い取る ○ ○

50-04 祇園精舎の完成と寄進 ○

51 波斯匿王の帰依 ○

52 釈迦族の子弟の出家 ○

53 ゴーシタ園の寄進

54 ウデーナ王の帰依

55 舎衞城における神通

56 三十三天でマハーマーヤーに説法する

57 マハーパジャーパティー比丘尼となる ○ ○

58 アングリマーラの教化 ○

59 提婆達多の破僧 ○

60 ヴェーランジャーにて馬麦を食する ○

61 諸弟子の教化

62 パータリ村の繁栄を予言する ○ 1 ○ 1

63 ナーディカ村の人々への授記 ○ 2 ○ 2

64 アンバパーリーの帰依 ○ 3 ○ 3

65 竹林村で最後の雨安居を過ごす ○ 4 ○ 4

66 入滅を決心する ○ 5 ○ 5 ○

67 ボーガ城における説法 ○ 6 ○ 6

68 チュンダの供養 ○ 7 ○ 7

69 スバッダの帰仏 ○ 8 ○ 8

70 最後の説法 ○ 9 ○ 9

71 涅槃 ○ 10 ○ 10 ○

72-01 火葬 ○ 11 ○ 11 ○

72-02 舎利の分配 ○ 12 ○ 12



　

付表１

中阿 ④　雑阿 ⑤　別雑 ⑥　増一 ⑦　四分 ⑧　五分 ⑨　十誦 ⑩　僧祇 ⑪　根本
③　-1 有無 有無 有無 ⑥　-1 有無 有無 有無 有無 ⑩　-1 有無 ⑪　-1 ⑪　-2

○ 11 ○ 25 86

○ 12 ○ ○ 26 87

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 80

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 81

○ ○ ○ ○ ○ 82

○ ○ ○ ○ 22 83

○ ○ ○ 23 84

○ 13 ○ ○ ○ 7 ○ 27 88

○

△ △ ○

○ △ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 89

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○



　

　　［B］仏伝経典

付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　経　典

　　　項　目

①　 ②　 ③　 ④　 ⑤　 ⑥　
NK 修行 中本 瑞応 異出 普曜

01 ディーパンカラ仏から記別を受ける 1 1 1 1 20

02 兜率天に住む 2 2 2 2 1

03 兜率天において世間を観察する 3 3 3 2

04-01 先祖・種姓

04-02 親族

05-01 マハーマーヤーの夢 4 4 4 3 3

05-02 占師が夢を占う 5 5 5 4

05-03 胎内で十ヵ月を過ごす 8 6 5

06-01 ルンビニー園へ 9 7 7

06-02 三十二種の瑞兆 6 12 8 6 6

06-03 誕生 10 8 6 4 8

06-04 「天上天下唯我為尊」と宣言する 11 9 7 5 9

06-05 「サルヴァールタシッダ」と命名される 10 9 7

06-06 「天中天」の異名 11 15

06-07 アシタ仙人の予言 12 13 10 8 12

06-08 三十二相・八十種好 11 13

07 マハーマーヤーの死 7 15 13 9 10

08 マハーパジャーパティー乳母となる 11

09-01 学問 16 14 16

09-02 種々の競技 16 15

10 提婆達多が射た雁を助ける

11 樹下の禅定 13 20 21 13 17

12-01 妃の選択 15 17 17 11 18

12-02 婿選びの種々の競技 18 19

13 三つの宮殿に住む 14 14 12 14

14 四門出遊 17 19 16 10 22

15 夫人の懐妊とラーフラの誕生 18 18

16-01 浄飯王の夢 21

16-02 マハーパジャーパティーの夢

16-03 太子夫人の夢 21

16-04 菩薩の夢

17-01 美女たちの熟睡中の姿態 19 22 19 23



付表１

⑦　 ⑧　 ⑨　 ⑩　 ⑪　 ⑫　 ⑬　 ⑭　 ⑮　 ⑯　 ⑰　
方広 LV 僧伽 十二 仏讚 BC 行経 過去 集経 MV 衆許

2 2 1 1 1

1 1 2 1 2 4 4 3

3 3 1 3 2 3 5 5 4

1 1 1 4 2 2 1

5 3 3 2

4 4 2 4 2 2 3 5 6 6 5

5 5 4 6 7 7 6

6 6 7 8 8

8 8 3 3 5 8 9 9 7

7 7 4 11 12

9 9 3 7 4 4 6 9 10 10 8

10 10 5 5 5 7 10 11 11 9

11 11 6 8 8 9 13 16 13 10

16 16 8 12 13 12 11

14 14 6 6 10 14 15 15 14

15 15 7 7 11 15 14 14 12

12 12 9 9 17 17 13

13 13 8 10 10 18 18

17 17 11 11 12 19 19 15

20 16

20 17

18 18 15 15 17 21 21 16 20

19 19 9 12 12 13 22 23 17 18

20 20 24 18

21 22 10 14 16 22 19

22 23 14 14 16 23 25 24 19

13 13 24 27 25 21

23 21 26 20 22

28 21

24 24 15 25 29 22 23

25 25 6 30 23 24

26 26 16 16 18 27 31 26



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　　経典

　　　項目

①　 ②　 ③　 ④　 ⑤　 ⑥　
NK 修行 中本 瑞応 異出 普曜

17-02 出城 20 23 20 12 24

17-03 悪魔が出家を止めようとする 21

17-04 賁識が道標となって天道を示す 22 14 25

17-05 剃髪し、狩人と衣を交換する 22 24 23 15 26

18 バッガヴァ仙人を訪問する

19 ビンビサーラ王と逢う 23 25 26 28

20-01 アーラーラ・カーラーマ仙人を訪問する 24 26 30

20-02 ウッダカ・ラーマプッタ仙人を訪問する 24 26 29

21-01 ウルヴェーラーへ 25 27 27

21-02 ５人の侍者が菩薩と共に苦行に入る 26 24 16 27

21-03 ６年間の苦行 27 28 30 31

22-01 苦行が悟りに役立たないと知る 28

22-02 ５人の侍者が菩薩を見捨てる 29 25 17

23-01 村の乙女の供養 30 29 35 32

23-02 ネーランジャラー河で沐浴する 31 30 34 33

23-03 前正覚山に上る

23-04 龍王カーリカの讚歎 32 31 36 34

23-05 草刈り人のクサ草献上 33 32 28 18 35

23-06 菩提樹下の誓い 34 33 29 19 36

23-07 降魔 35 34 1 31 37

23-08 菩提樹下の成道 36 35 2 32 38

24-01 悪魔が涅槃に入れと誘惑する

24-02 アジャパーラ樹下にて 37

24-03 ムチャリンダ樹下にて 38 39 20

24-04 タプッサとバッリカの供養と帰依 40 36 3 37 39

24-05 ディーパンカラ仏の因縁 41 37 4 33 21

24-06 天神が呵梨勒果を献じる 39 38

24-07 天女が糞掃衣を献じる

25-01 説法を決心する 42 5 40 22 40

25-02 カーラーマとラーマプッタの死を知る 43 6 41

26 ウパカに遇う 44 7

27-01 五比丘と会う 45 8 41 23 42

27-02 中道を説く 9

27-03 四諦三転十二行相を説く 10



付表１

⑦　 ⑧　 ⑨　 ⑩　 ⑪　 ⑫　 ⑬　 ⑭　 ⑮　 ⑯　 ⑰　
方広 LV 僧伽 十二 仏讚 BC 行経 過去 集経 MV 衆許

27 27 7 11 17 17 19 26 32 27 25

33

28 28 8 19 18 20 28 34 28 26

29 18 18 21 29 35 29 27

31 30 20 19 22 30 38 30 28

30 29 21 20 23 31 36 31 29

32 31 22 21 24 32 37 32 30

34 33 23 22 25 33 39 31

33 32 24 23 31

35 34 17 25 24 26 34 40 33 32

36 35 26 25 35 41 33

37 36 29 28 27 38 43 34

38 37 28 27 28 37 42 34 35

39 38 27 26 36 44 35 36

37

40 39 30 29 29 39 45 36 38

41 40 31 30 30 40 46 37 39

42 41 9 32 31 31 41 48 38 40

43 42 12 33 32 32 42 47 39 41

44 43 10 12 34 33 33 43 49 40 42

45 44 58 48 44

47 46 51 50

46 45 48 50 49 45

48 47 36 34 52 46 52 51 43

53 52

54 53

55 54

49 48 35 35 51 44 56 55 46

50 49 37 36 53 45 57 56 47

51 50 39 37 54 47 59 57 48

52 16 13 38 38 55 49 60 58 49

54 51 11 40 39 34 50 61 59 50

55 52 13 41 40 35 51 62 60 51



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　　経典

　　　項目

①　 ②　 ③　 ④　 ⑤　 ⑥　
NK 修行 中本 瑞応 異出 普曜

27-04 コンダンニャに法眼生ず 46 12 43

27-05 善来比丘戒 11

27-06 他の４人に法眼生ず 47 44

27-07 無常・苦・無我を説く 48

27-08 五比丘心解脱す 49 13

28-01 ヤサに法眼生ず 50 14

28-02 ヤサの父が優婆塞となる 16

28-03 ヤサ阿羅漢果を得る 51 15

28-04 ヤサを侍者とする

28-05 ヤサの母と妻が優婆夷となる

29 ヤサの４人の友人の出家 52 17

30 ヤサの５０人の友人の出家 52 18

31 富楼那の帰仏

32 那羅陀の帰仏と龍王の帰依

33 沙毘那の帰仏

34 弟子たちを布教に出す 53 20

35 悪魔を破す

36 弟子たちに弟子を取ることを許す

37 三帰具足戒を定める

38 ３０人の賢衆の出家 54 19

39 ガンジス河の船師の出家

40 ウルヴェーラーの牧女が優婆夷となる 21

41-01 ウルヴェーラ・カッサパの帰仏 55 22 42 24 45

41-02 ナディーとガヤーの二迦葉の帰仏 55 23 43 24 46

41-03 ガヤーシーサ山において阿羅漢果を得る 56 24

42 法雨林の苦行者の教化

43-01 釈尊を訪ねる 57 25 47

43-02 王に法眼生ず 58 26 48

43-03 ５種の願 59

44 竹林園の寄進 60 27 49

45 舎利弗と目連の帰仏 61 28 50

46 大迦葉の帰仏 41

47 王舎城の人々の非難

48-01 浄飯王が釈尊の帰郷を切望する 62 29 51



付表１

⑦　 ⑧　 ⑨　 ⑩　 ⑪　 ⑫　 ⑬　 ⑭　 ⑮　 ⑯　 ⑰　
方広 LV 僧伽 十二 仏讚 BC 行経 過去 集経 MV 衆許

54 42 41 52 63 61 52

53 46 45 54 64 53

43 42 53 65 62 52

56 53 18 55 66 54

57 36 56 67 55

44 43 37 57 68 66 56

59 69 67 58

45 44 58 70 57

71

72 68 59

47 46 38 73 60

47 47 39 60 74 61

75 63

76 64

67 77 65

48 48 40 61 80 69 62

81 70 63

78

79

82 64

83 71

84 65

58 14 49 49 41 62 85 72 66

59 14 50 50 42 63 86 72 67

51 51 87 68

88 73

60 52 52 43 64 89 74 69

61 53 53 44 65 90 75 70

91

62 54 54 45 66 92 71

63 15 55 55 46 67 95 42

56 56 47 68 93 41

96

64 97 44 76



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　　経典

　　　項目

①　 ②　 ③　 ④　 ⑤　 ⑥　
NK 修行 中本 瑞応 異出 普曜

48-02 ウダーイが帰郷を促す 63 30 52

48-03 カピラヴァットゥへ 64 31 53

49-01 ナンダの出家 65 54

49-02 ラーフラの出家 66 55

49-03 浄飯王の依頼 67

50-01 スダッタ長者の帰依 68 33

50-02 精舎建設を発起する 69 34

50-03 ジェータ太子の園林を買い取る 70 35

50-04 祇園精舎の完成と寄進 71 36

51 波斯匿王の帰依 40

52 釈迦族の子弟の出家 32

53 ゴーシタ園の寄進 37

54 ウデーナ王の帰依 38

55 舎衞城における神通

56 三十三天でマハーマーヤーに説法する

57 マハーパジャーパティー比丘尼となる 39

58 アングリマーラの教化

59 提婆達多の破僧

60 ヴェーランジャーにて馬麦を食する 43

61 諸弟子の教化

62 パータリ村の繁栄を予言する

63 ナーディカ村の人々への授記

64 アンバパーリーの帰依 42

65 竹林村で最後の雨安居を過ごす

66 入滅を決心する

67 ボーガ城における説法

68 チュンダの供養

69 スバッダの帰仏

70 最後の説法

71 涅槃

72-01 火葬

72-02 舎利の分配



付表１

⑦　 ⑧　 ⑨　 ⑩　 ⑪　 ⑫　 ⑬　 ⑭　 ⑮　 ⑯　 ⑰　
方広 LV 僧伽 十二 仏讚 BC 行経 過去 集経 MV 衆許

65 98 43 77

66 17 60 60 99 78

68 103

69 102 46

101

57 57 48 72

58 58 73

16 59 59 74

18 62 62 75

67 61 61 100 45 79

67 68

63 63

64 64 56

94

14 66 65 49

15 68 69 50

65 66

69 70

70 71

71 72 57

72 73

19 73 74 58

74 75 59

75 76

76 77 60

20 77 78

21 78 79 61

79 80 62

80 81 63



　

　　［C］後世の仏伝資料

付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　経　典

　　　項　目

①　 ②　 ③　 ④　 ⑤　 ⑥　
釈迦 歴代 氏譜 統紀 JM Bigandet

01 ディーパンカラ仏から記別を受ける ○ 1 1 1

02 兜率天に住む ○ 3 2 4 3

03 兜率天において世間を観察する ○ 2 4 5 5

04-01 先祖・種姓 ○ 1 3 2 2

04-02 親族 3 4

05-01 マハーマーヤーの夢 ○ 1 4 5 7 6

05-02 占師が夢を占う ○ 6 8 7

05-03 胎内で十ヵ月を過ごす ○ 5 7 6 8

06-01 ルンビニー園へ ○ 6 8 9

06-02 三十二種の瑞兆 ○ 9 10 12

06-03 誕生 ○ 2 7 9 9 10

06-04 「天上天下唯我為尊」と宣言する 11

06-05 「サルヴァールタシッダ」と命名される ○ 11 11 12 14

06-06 「天中天」の異名 ○ 10 10

06-07 アシタ仙人の予言 ○ 12 12 13

06-08 三十二相・八十種好 ○ 8

07 マハーマーヤーの死 ○ 14 14 11 15

08 マハーパジャーパティー乳母となる ○ 15

09-01 学問 ○ 3 15 16

09-02 種々の競技 ○ 4 16 18 19

10 提婆達多が射た雁を助ける 17

11 樹下の禅定 ○ 17 19 16

12-01 妃の選択 ○ 6 18 20 13 18

12-02 婿選びの種々の競技 ○

13 三つの宮殿に住む ○ 13 13 14 17

14 四門出遊 ○ 5 20 21 15 20

15 夫人の懐妊とラーフラの誕生 ○ 19 22 16 21

16-01 浄飯王の夢

16-02 マハーパジャーパティーの夢

16-03 太子夫人の夢 ○ 23

16-04 菩薩の夢 22 33

17-01 美女たちの熟睡中の姿態 ○ 22



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　　経典

　　　項目

①　 ②　 ③　 ④　 ⑤　 ⑥　
釈迦 歴代 氏譜 統紀 JM Bigandet

17-02 出城 ○ 7 21 30 17 23

17-03 悪魔が出家を止めようとする 18 24

17-04 賁識が道標となって天道を示す

17-05 剃髪し、狩人と衣を交換する ○ 22 24 25

18 バッガヴァ仙人を訪問する ○ 23 25

19 ビンビサーラ王と逢う ○ 26 19 26

20-01 アーラーラ・カーラーマ仙人を訪問する ○ 24 27 20 27

20-02 ウッダカ・ラーマプッタ仙人を訪問する 28 20 28

21-01 ウルヴェーラーへ ○ 21

21-02 ５人の侍者が菩薩と共に苦行に入る 25

21-03 ６年間の苦行 ○ ○ 26 29 21 29

22-01 苦行が悟りに役立たないと知る 27 30

22-02 ５人の侍者が菩薩を見捨てる ○ 30 35 31

23-01 村の乙女の供養 ○ 29 32 23 32

23-02 ネーランジャラー河で沐浴する 28 31 24 34

23-03 前正覚山に上る

23-04 龍王カーリカの讚歎 ○ 31 25 35

23-05 草刈り人のクサ草献上 ○ 32 34 26 36

23-06 菩提樹下の誓い ○ 33 33 37

23-07 降魔 ○ 34 36 27 38

23-08 菩提樹下の成道 ○ 8 35 37 28 39

24-01 悪魔が涅槃に入れと誘惑する 53 55

24-02 アジャパーラ樹下にて 29 40

24-03 ムチャリンダ樹下にて ○ 40 40 30 41

24-04 タプッサとバッリカの供養と帰依 ○ 39 41 31 42

24-05 ディーパンカラ仏の因縁 ○

24-06 天神が呵梨勒果を献じる

24-07 天女が糞掃衣を献じる

25-01 説法を決心する ○ 36 38 34 43

25-02 カーラーマとラーマプッタの死を知る ○ 37 39 44

26 ウパカに遇う 38 45

27-01 五比丘と会う ○ 41 42 32 46

27-02 中道を説く ○

27-03 四諦三転十二行相を説く ○ 42 43 47



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　　経典

　　　項目

①　 ②　 ③　 ④　 ⑤　 ⑥　
釈迦 歴代 氏譜 統紀 JM Bigandet

27-04 コンダンニャに法眼生ず ○ 43 44 33

27-05 善来比丘戒 ○ 45 46 40

27-06 他の４人に法眼生ず ○ 44 45 35 48

27-07 無常・苦・無我を説く ○ 47

27-08 五比丘心解脱す ○ 46 48 36 49

28-01 ヤサに法眼生ず ○ 47 49 37 50

28-02 ヤサの父が優婆塞となる ○ 48 51 51

28-03 ヤサ阿羅漢果を得る ○ 49 50 38 52

28-04 ヤサを侍者とする 54

28-05 ヤサの母と妻が優婆夷となる 53

29 ヤサの４人の友人の出家 39 55

30 ヤサの５０人の友人の出家 ○ 50 52 39 56

31 富楼那の帰仏

32 那羅陀の帰仏と龍王の帰依

33 沙毘那の帰仏

34 弟子たちを布教に出す 51 53 57

35 悪魔を破す 58

36 弟子たちに弟子を取ることを許す 59

37 三帰具足戒を定める 60

38 ３０人の賢衆の出家 41 61

39 ガンジス河の船師の出家

40 ウルヴェーラーの牧女が優婆夷となる

41-01 ウルヴェーラ・カッサパの帰仏 ○ 52 54 42 62

41-02 ナディーとガヤーの二迦葉の帰仏 ○ 52 56 42 62

41-03 ガヤーシーサ山において阿羅漢果を得る 43 63

42 法雨林の苦行者の教化

43-01 釈尊を訪ねる ○ 54 57 44 64

43-02 王に法眼生ず ○ 55 58 45 65

43-03 ５種の願 66

44 竹林園の寄進 ○ 56 59 46 67

45 舎利弗と目連の帰仏 ○ 57 60 47 68

46 大迦葉の帰仏 ○ 58 61

47 王舎城の人々の非難 69

48-01 浄飯王が釈尊の帰郷を切望する ○ 59 65 70



付表１

　　　　　　　　　　　　　　　　　経典

　　　項目

①　 ②　 ③　 ④　 ⑤　 ⑥　
釈迦 歴代 氏譜 統紀 JM Bigandet

48-02 ウダーイが帰郷を促す ○ 60 66 48 71

48-03 カピラヴァットゥへ ○ 61 67 49 72

49-01 ナンダの出家 ○ 63 50 73

49-02 ラーフラの出家 ○ 68 70 51 74

49-03 浄飯王の依頼 71 75

50-01 スダッタ長者の帰依 ○ 70 62 77

50-02 精舎建設を発起する 63 78

50-03 ジェータ太子の園林を買い取る 71 64 79

50-04 祇園精舎の完成と寄進 ○

51 波斯匿王の帰依 ○ 73

52 釈迦族の子弟の出家 ○ 62 68 76

53 ゴーシタ園の寄進

54 ウデーナ王の帰依 ○ 76

55 舎衞城における神通 52 81

56 三十三天でマハーマーヤーに説法する ○ 75 52 82

57 マハーパジャーパティー比丘尼となる ○ 69 72 80

58 アングリマーラの教化 83

59 提婆達多の破僧 ○ 69 84

60 ヴェーランジャーにて馬麦を食する

61 諸弟子の教化

62 パータリ村の繁栄を予言する 85

63 ナーディカ村の人々への授記 86

64 アンバパーリーの帰依 87

65 竹林村で最後の雨安居を過ごす 88

66 入滅を決心する ○ 64 74 53 89

67 ボーガ城における説法 90

68 チュンダの供養 ○ 91

69 スバッダの帰仏 92

70 最後の説法 66 77 93

71 涅槃 ○ ○ 65 78 54 94

72-01 火葬 67 79 55 95

72-02 舎利の分配 ○ 80 56 96



　　

〔付表2〕

「仏伝諸経典および仏伝関係諸資料の成道後七週間のエピソード一覧表」

　本表は、釈尊成道後七週間の事績についての、さまざまな異伝を整理するために、これを週ごとに対照表

にしたものである。「要覧」中の「【24】解脱を楽しむ」の［01］から［07］までは、週の順序とは係わり

なく、エピソード別に資料をまとめてあるので、この欠を補うためである。

　なお、表中の括弧内に記入したものは、後に続く週との中間か、後の週にまたがる記事である。

［A］原始聖典

付表２

第一週 第二週 第三週 第四週 第五週 第六週 第七週 出定後

①　 パ ー リ
律



(南伝 3

　p.001)

菩提樹下に

て、十二縁

起を順逆に

観察する。

アジャパー

ラニグロー

ダ樹下

( 傲慢なバ

ラモン)

ムチャリン

ダ樹下にて、

大雨降り、

龍王が保護

する。

ラージャー

ヤタナ樹下

にて、二商

人が供養す

る。

アジャパー

ラ・ニグロー

ダ樹下にて。

梵天勧請

⑦　四分律

 
(大 22　

　p.781下)

於菩提樹下、

結跏趺坐、

七日不動。

( 二商人供

養。商人髪

爪供養)

食賈人　蜜

已即於樹下

結跏趺坐七

日不動。

(身内風動、

呵梨勒樹神

取呵梨勒果、

来奉世尊)

食呵梨勒果

已、於樹下

結跏趺坐七

日思惟不動。

( 入欝　羅

村乞食)

詣一離婆那

樹下、七日

中結跏趺坐

思惟不動。

( 入欝　羅

村乞食、蘇

闍羅大将女

供養)

還詣離婆那

樹下、七日

結跏趺坐思

惟不動。

( 入欝　羅

村乞食)

詣文隣樹隣

水、文隣龍

王宮……七

日思惟不動。

七日間天大

雨極寒。

往詣阿踰波

羅尼拘律樹

下、至已敷

坐具結跏趺

坐。

梵天勧請

⑧　五分律

 
(大 22　

　p.103上)

逆順観十二

因縁。風患、

取呵梨勒果、

即除。結跏

趺坐七日。

(遊行人間、

二商人供養)

食　蜜已復

結跏趺坐入

定七日。

到文隣龍所

坐一樹下…

…復入定七

日。雨七日、

龍王保護。

( 到欝　羅

斯那聚落入

村乞食。須

闍陀供養)

復還菩提樹

下、結跏趺

坐三昧七日。

( 姉妹四人

供養)

還菩提樹下

三昧七日。

向阿豫波羅

尼拘類樹…

…到樹下三

昧七日。

梵天勧請

⑪　 根 本 有
部

　

破僧事


 
(大 24　

　p.124下)

菩提樹下…

入火界三摩

地、経于七

日今猶在定。

( 二商人供

養。患於風

気。魔王白

可入涅槃。

取呵梨勒果)

往牟枝　陀

龍王池辺、

坐一樹下…

…七日雨下

不絶。

還菩提樹下

……結跏如

法而、坐観

十二縁生。

梵天勧請



［B］仏伝経典

第一週 第二週 第三週 第四週 第五週 第六週 第七週 出定後

①　NK

 
(南伝 28


　p.163)

禅定に安住

して七日の

間唯その処

に坐し続け

る。

御座を瞬き

もせず見つ

めて七日間

を過す。

宝の経行処

に経行しつ

つ七日を過

ごす。

宝の家にて

アビダルマ

を取り調べ

て七日間を

過す。

アジャパー

ラ 榕 樹 の

あ る 所 に

て 魔 女 誘

惑す。

文 隣 陀 龍

王

ラージャー

ヤタナ樹下

にて、訶梨

勒果を食す。

二商人供養

⑥　普曜

 
(大 03　

　p.524下)

宿夜七日観

道場樹、以

報其思、過

七日巳。

二商人供養

⑦　方広

 
(大 03　

　p.599中)

観菩提樹王

目不暫捨不

起于坐経於

七日。

至第二七日

周匝経行三

千大千世界。

至第三七日

観菩提場。

至第四七日

…隨近経行

以大海爲邊

際。

( 魔王願入

般涅槃)

於 第 五 七

日 住 　 隣

陀 龍 王 所

居。

於 第 六 七

日 往 尼 倶

陀樹下。

於第七七日

至多演林中

在一樹下、

結跏趺坐。

(不食已来

四十九日)

二商人供養

梵天勧請

⑧　LV


(溝口訳

　
p.325)

瞑想の喜び

を栄養とし

て、自分自

身の中に味

わいつつ、

智慧の樹の

下で一週を

過ごされた。

三千大千世

界の諸領域

を含む長大

な散歩をさ

れた。

如来は瞬き

一つせずに

「悟りの場」

を見つめら

れた。

東の海から

西の海に至

る一つの短

い散歩をさ

れた。

( 悪魔パー

ピヤンが入

涅槃を勧め

る)

龍 の 王 で

あるムチャ

リ ン ダ の

家 に 住 ま

われた。

「 雌 ヤ ギ

を飼う者」

と い う 名

前 の イ チ

ジ ク の 木

の 下 へ 赴

かれた。

ターラーヤ

ナ樹のもと

に留まって

おられた。

二商人供養

⑪　仏讚


(大 04


　p.028中)

於彼七日、

禅思心清浄、

観察菩提樹

　不瞬。

梵天勧請

二商人供養

⑫　BC
　(14-94)

七日の間病

も覚えず、

まばたきも

せずに坐り

続けられた。

梵天勧請

二商人供養

⑬　行経


(大 04


　p.087上)

悦澤樹王下、

坐観樹七日、

不食喜充盈。

梵天勧請

二商人供養

付表２



第一週 第二週 第三週 第四週 第五週 第六週 第七週 出定後

⑭　過去


(大 03


　p.642下)

於七日中一

心思惟観於

樹王。

(梵天勧請)

観諸衆生上

中下根…滿

二七日。

二商人供養

⑮　集経


(大 03


　p.799中)

在樹下坐経

七日夜不起、

七日目正観

十二因縁。

離菩提樹相

去不遠、七

日不動、七

日諦観於菩

提樹目不暫

捨 (1)。

摩梨支経行

処加趺而坐

復経七日。

於 迦 羅 龍

王 宮 殿 加

趺 而 坐 復

経七日。

於 　 隣 陀

龍 王 宮 殿

於 七 日 中

雨 不 暫 停

… 擁 蔽 仏

身。

往 昔 羊 子

所 種 尼 拘

陀 樹 一 坐

便 経 七 日

不動。

差梨尼迦樹

林結跏趺坐

経於七日。

(経七七日)

二商主供養

⑯　MV


(JonesⅢ　
　p.261)

菩提樹下で

坐禅。

菩提樹をしっ

かり眺めて

第二七日を

過す。

第三七日を

長距離の経

行で過す。

(マーラの

娘が来る)

第 四 週 を

カ ー ラ 龍

王 の 住 処

で過す。

第 五 週 を

ム チ ャ リ

ン ダ 龍 王

の 住 処 で

過す。

第 六 週 を

牧 羊 子 の

バ ニ ヤ ン

樹 下 で 過

す。

第七週をク

シーリカー

樹林の中の

諸天の祠で

過す。

二商人供養

⑰　衆許


(大 03


　p.951上)

結跏趺坐於

樹下、於七

昼夜入火界。

二梵天子勧

請。



(二商人供

養。魔王請

仏入涅槃。

発風病、食

訶梨勒果)

離菩提樹往

母喞鱗那龍

王宮……於

一樹下結跏

趺坐……七

日七夜降　

大雨。

還菩提樹下

結跏趺坐経

晝夜。入定

観察十二縁

生。

梵天勧請

　　　（1）「国訳一切経」本縁部３の 78p.の脚注では、「第二七日不動住、第三七日菩提樹諦観、第四七日迦羅龍王

　　　　　供養」とするが、「本表」では表中に記した如く解釈した。

［C］後世の仏伝資料

第一週 第二週 第三週 第四週 第五週 第六週 第七週 出定後

⑥　Bigan-
　　　det



(赤沼訳

　p.130)

七日間宝座

上に趺坐。

菩提樹の北

東十尋の地、

宝座に目を

注ぎ、瞬き

もせず、不

動の黙想。

菩提樹の北

方二尋の処

にて、東か

ら西へ、西

から東へ往

返経行。

菩提樹より

十三尋の地、

阿毘達磨を

黙想。

阿闍波羅樹

即ち牧羊者

の樹と呼ば

れる尼拘律

陀樹下、七

日間趺坐。

(魔女誘惑)

目真隣陀貯

水池、七日

間大雨、龍

王保護。

羅闍耶多那

樹趺坐　最

も崇美なる

三昧。

(都合四十

九日、三昧)

二商人供養

付表２


